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　英国貿易産業省（DTI）は、産業界と共同でEnergy Technologies Institute（ETI）を 2008年に
設立することを発表した。ETI は、英国エネルギー分野の科学技術政策の中で基礎研究と実証研究を結ぶ
役割に位置づけられている。2050年までに二酸化炭素排出量を現状の60%削減し、エネルギー供給
安定性を確保するという英国エネルギー政策の目標実現に向け、エネルギー関連研究開発投資の拡大を
図る。ETI にはすでに7企業が中核パートナー企業として参加を表明しており、2007年中には全体の
研究体制が固まり、2008年以降に本格的な活動が開始される予定である。
トピックス3　英国が産学官共同のEnergy Technologies Instituteを設立
　英国貿易産業省（DTI：Department of Trade and 
Industry）は産業界と共同でEnergy Technologies 
Institute（ETI）を 2008 年に設立することを発表し
た１）。
　英国はエネルギー政策の重要な目標として、
2050 年までに二酸化炭素排出量を現在の 60％に削
減し、エネルギーセキュリティを確保することを
目指している。これに対応し、ETIは下記の５つ
の目標を掲げている。
蘆エネルギー関連研究開発投資の拡大
蘆低炭素技術の開発を加速するR&Dの実施
蘆研究開発成果の商用化に向けた戦略的重点化
蘆エネルギー研究者のネットワークづくり
蘆エネルギー政策目標を実現する研究開発力構築
　ETIは、英国のエネルギー分野の科学技術政策
の中では基礎研究と実証研究を結ぶ役割に位置づ
けられており（図表１）、対象とする研究テーマは
7つの分野が予定されている（図表２）。
　2006 年９月 14 日の設立趣意書発表、DTI は 10
月 14 日の公開イベントなどによって、産業界か
らの参加を呼びかけてきた。これまでに、Shell、
BP、EDF Energy、Rolls‐Royce and Scottish、
Southern Energy、Caterpillar、E. ON UKの７社が
中核パートナー企業として参加を表明している。
　予算規模は年間１億ポンドで、政府と産業界で
折半負担し、最低 10年間にわたり継続される計画
である。
　実際のETI の活動は、個別テーマ毎に、競争
的に選定された幾つかの大学に分散した形で実施
される。その中の一つが中核的なKey Academic 
Centers となり、ETI を統括する専任のDirector
や職員に必要な施設を提供する計画である。また、
中核パートナー企業や政府関係者、専門家を含む
メンバーから構成されるResearch Advisory Group
が設置され、テーマ選定や評価にあたっての助言
を行う。
　今後、2007年中にKey Academic Centers が設置
され、全体の研究体制が固まり、2008 年中にETI
としての本格的な活動が開始される予定である。
　英国政府は 2006 年１月に Energy Research 
Partnership（ERP）を設立し、エネルギー分野の
研究、開発、実証および普及（RDD&D）戦略の方
向性を、産業界とともに検討してきたが、今回の
ETI設立はその具体的成果の一つである。
参考 1） DTI ホームページ：
   http://www.dti.gov.uk/science/science-
funding/eti/index.html
 2） ETI Prospectus（2006年 9月）：
  http://www.dti.gov.uk/files/file34010.pdf
 3） ETI 公開イベント資料（2006年 11月）：
  http://www.dti.gov.uk/files/file35234.ppt
出典：参考文献３）より科学技術動向研究センターにて作成
テーマ名 研究開発の例
大規模エネルギー
供給技術 IGCC、二酸化炭素分離回収、バイオマス混焼
エネルギー
セキュリティ
太陽光発電、海洋・潮力発電、水素製造、燃料電池、
バイオエネルギー、分散電源、GTL・CTL
省エネルギー 工業プロセス省エネ技術、ビル省エネ技術
移動体 代替燃料（バイオ燃料）、省エネルギー自動車
小規模エネルギー
供給技術 小規模バイオマス発電、マイクロコジェネ、燃料電池
エネルギーインフラ エネルギー供給ネットワーク、エネルギー貯蔵技術
エネルギー不足解消 地産地消エネルギー
図表２　ETI の研究開発分野
図表１　エネルギー研究開発におけるETI の位置付け
出典：参考文献２、３）より科学技術動向研究センターにて作成
